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（
内
閣
委
員
会
）

総
合
研
究
開
発
機
構
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
一
号

（
先
議
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
特
殊
法
人
等
の
改
革
等
の
一
環
と
し
て
、
総
合
研
究
開
発
機
構
法
を
廃
止
し
、
総
合
研
究
開
発
機
構
の
財
団

法
人
へ
の
組
織
変
更
を
可
能
に
す
る
規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
合
研
究
開
発
機
構
法
の
廃
止

総
合
研
究
開
発
機
構
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う

）
は
廃
止
す
る
。

。

二
、
旧
法
の
効
力

、

（

「

」

。
）

、

旧
法
の
規
定
は

総
合
研
究
開
発
機
構

以
下

機
構

と
い
う

が
解
散
す
る
場
合
は
そ
の
清
算
結
了
の
登
記
の
時

財
団
法
人
に
組
織
変
更
す
る
場
合
は
そ
の
組
織
変
更
の
時
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

三
、
財
団
法
人
へ
の
組
織
変
更

１

機
構
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
同
様
の
業
務
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
財
団
法
人
に
組
織
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
機
構
の
組
織
変
更
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認

可
を
受
け
、
財
団
法
人
の
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
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２

債
権
者
保
護
手
続
等
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
。

四
、
出
資
者
の
持
分
の
取
扱
い

１

機
構
が
財
団
法
人
に
組
織
変
更
を
す
る
場
合
に
は
、
政
府
以
外
の
出
資
者
は
、
機
構
に
対
し
、
そ
の
持
分
の
全
部
又
は

一
部
の
払
戻
し
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、

、

２

政
府
の
持
分
及
び
払
戻
請
求
の
な
か
っ
た
政
府
以
外
の
出
資
者
の
持
分
に
つ
い
て
は

そ
の
持
分
に
相
当
す
る
金
銭
が

組
織
変
更
後
の
財
団
法
人
に
対
し
無
利
子
で
貸
し
付
け
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

３

２
の
政
府
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
八
年
（
三
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む

）
以
内
と
す
る
。

。

五
、
機
構
の
解
散

組
織
変
更
を
し
な
い
場
合
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
の
経
過
す
る
時
に
機
構
は
解
散
す
る
。

六
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


